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序 に 代 え て

詔長期研究所のDTl立は昭和42年6月1日であるから,もう荊4年になるが,この年月はあっと

いうまに過ぎてしまったという感じがする.それは当初からどうしたちょいが拘mrに苦しむこと

があまりに多かったこと, その難団を処理するだけの時間的ゆとりも許されなかったからだろ

う｡例えは研究棟建設のために敷地の視界に私がでかけたのは42年7月であったが.そこで先ず

起った疑問は限られた両群,しかも油木におおわれてはいるが凹凸の激しさが予見される土地に

詔長研の業務を遂行するだけのものを放てられるかどうか,どうして水を引き上げるか,サルを

陽のあたらない地下に押しこめてよいものかどうか,宿舎をどこに建てるか,などであった｡し

かしこれらの設立直後におこった閃周は,関係当局の御理解により徐々に解決されつつあるO

開所式は44年6月2日に行なわれた｡ここで私は一区切りをつけたいと考え,創設の宍名にお

ぼれることなく研究の成果をあげていきたいと御挨拶したが,所員一同であたっている黙務は.

年を追うごとに繁維となり,またきびしさが加訳されている｡このような第務の歴史は,好むと

好まざるとにかかわらず進行中であり,老いの繰り雷に似たことに横幅を捌き,それな今から過

去に埋没させることもいかがかと思われる｡

しかし研究の推移には授急のちがいはあっても,それは旧も新もないものであろう｡また研究

の流れがどこへ行きつくのか誰しも目標を立て予測しているところではあるが,直冒はむつかし

いと思われる｡この流れを年ごとに受けとめ年報として再現したいと考えるにいたったのは.同

学の方々と合流の強さを期待し,そして時流にくみすることなく目標の設定をひろく行いたいか

らである｡年報の内容については,共同利用研究に傾きすぎているという御批判を受けるかも知

れない｡端的に申すと,不十分な研究穴や設備と,犬山特有の食生活や交通の不便をかこつこと

なく熟むに研究して下さった共同研究員の深銃を先ず記しとどめておきたいという存念からであ

る｡

この年報が親分でも当研究所の紹介にもなり,全国の同じ志向をもつ方々の研究の連絡ひいて

は進展のよすがともなれは望外のよろこびである.-また当研究所のmJ設にあたって下さった方々

は,あまりに多く一々御礼を申し上げることも致していない｡この年報の上梓が,この非礼に対

するおわびのしるLとなるとは思わないが,年報の版を韮ねるということでお許しいただきたい

と存ずる次第である.

昭 和 46年 6月 1日

所 長 近 藤 四 郎
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